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最
優
秀
賞　

県
知
事
賞　

倉
敷
市
清
心
中
学
校
２
年　

渡
邊　

紅
彩

︱
絵
の
説
明
︱　

お
い
し
い
牛
乳
を
自
信
満
々
で
す
す
め
る
ド
ヤ
顔
の
牛
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
５
，１
９
２
頭

　

令
和
４
年
２
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調
査
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
表
１
の
と
お
り

１
８
３
戸
、
１
５
，１
９
２
頭
と
前
年
２
月
に
比

べ
戸
数
で
は
11
戸
減
少
、
頭
数
で
は
１
５
０
頭
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
は
１
３
，６
０
４
頭
（
80
頭
減
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
他
は
１
，５
８
８
頭
（
70
頭
減
）
で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、
表
２
の
と
お
り
関
係
機

関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
７
７
戸
、
育
成
農
家
２

戸
、
関
係
機
関
４
戸
で
す
。
ま
た
、
肉
用
牛
飼
養

農
家
は
41
戸
で
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
１
，０
９
０
頭
（
59
頭
減
）

育
成
牛
頭
数
は
４
，１
０
２
頭
（
91
頭
減
）。
１

戸
当
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
83
頭
（
３
・
９
頭

増
）、
平
均
経
産
牛
頭
数
は
60
・
６
頭
（
３
・
１
頭

増
）。
育
成
牛
率
は
27
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る
と
（
表

１
）
南
支
所
で
は
、
西
大
寺
地
区
が
92
頭
減
少
、

備
南
地
区
が
98
頭
増
頭
、
び
ほ
く
地
区
が
10
頭
増

頭
。
津
山
支
所
で
は
、
勝
英
地
区
が
18
頭
減
少
、

津
山
地
区
が
１
３
０
頭
減
少
、
真
庭
地
区
が
18
頭

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
は
１
５
０
頭
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
地

区
は
津
山
・
西
大
寺
・
真
庭
・
び
ほ
く
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　

表
３
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み
ま

す
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
58
戸
（
31
・

７
％
）、
30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家
は
47
戸

（
25
・
７
％
）、
50
頭
か
ら
79
頭
の
飼
養
農
家
は

39
戸
（
21
・
３
％
）、
80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼

養
農
家
は
25
戸
（
13
・
７
％
）、
１
５
０
頭
か
ら

４
９
９
頭
の
飼
養
農
家
は
11
戸
（
６
・
０
％
）、

５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農
家
３
戸
（
１
・
６
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

８
，４
５
０
頭
で
す
。
う
ち
哺
育
農
家
、
肥
育
農

家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼
養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等
の
頭
数
は
７
，２
２
７
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
養
す
る
和
牛
・
Ｆ
１
等
の

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は
１
，

２
２
３
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

１
，４
９
３
ha
（
１
８
３
ha
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

粗
飼
料
自
給
率
の
低
さ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和４年２月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西 大 寺備　　南び ほ く 小　計 勝英地区津山地区真庭地区 小　計

乳牛飼養戸数
（対前年増減）

30 25 21 76 29 34 44 107 183
（−3） （−1） （−1） （−5） （−1） （−4） （−1） （−6）（−11）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,192 6,369 1,031 8,592 2,045 1,771 2,784 6,600 15,192
（−92） 98 10 16 （−18）（−130）（−18）（−166）（−150）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

802 4,850 715 6,367 1,630 1,178 1,915 4,723 11,090
（−67） 127 （−34） 26 2 （−79） （−8）（−85）（−59）

経産牛頭数の
占める割合（％） 7.2% 43.7% 6.4% 57.4% 14.7% 10.6% 17.3% 42.6%

経 産 牛 率（％） 67.3% 76.2% 69.4% 74.1% 79.7% 66.5% 68.8% 71.6% 73.0%

育 成 牛 率（％） 32.7% 23.8% 30.6% 25.9% 20.3% 33.5% 31.2% 28.4% 27.0%

ホルスタイン種 1,176 6,361 1,031 8,568 2,045 1,771 1,220 5,036 13,604

ジャージー種他 16 8 0 24 0 0 1,564 1,564 1,588

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和４年２月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西大寺 備　南 びほく 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 29 25 21 75 29 32 41 102 177
育成農家 1 1 2 2
合　　計 29 25 21 75 29 33 42 104 179

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 1 2 3
育成農家 1 1 1
合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4

酪 農 場 総数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 30 25 21 76 29 33 42 104 180
育成農家 0 1 2 3 3
合　　計 30 25 21 76 29 34 44 107 183

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 3 5 5 13 10 14 4 28 41
総農家戸数（関係機関を含む） 33 30 26 89 39 48 48 135 224

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 128 408 94 630 123 172 110 405 1,035
６〜24ヶ月 226 856 202 1,284 278 390 265 933 2,217
24ヶ月以上 822 5,097 735 6,654 1,644 1,209 845 3,698 10,352
合　計 1,176 6,361 1,031 8,568 2,045 1,771 1,220 5,036 13,604

うち経産牛頭数 793 4,844 715 6,352 1,630 1,178 824 3,632 9,984

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 3 3 127 127 130
６〜24ヶ月 4 2 6 328 328 334
24ヶ月以上 9 6 15 1,109 1,109 1,124
合　計 16 8 0 24 0 0 1,564 1,564 1,588

うち経産牛頭数 9 6 15 1,091 1,091 1,106
乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,192 6,369 1,031 8,592 2,045 1,771 2,784 6,600 15,192
経 産 牛 頭 数 802 4,850 715 6,367 1,630 1,178 1,915 4,723 11,090
乳用牛１戸当たり飼養頭数 39.7 254.8 49.1 113.1 70.5 52.1 63.3 61.7 83.0
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 26.7 194.0 34.0 83.8 56.2 34.6 43.5 44.1 60.6

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和４年２月１日現在

支所・事務所 平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

南
支
所

西大寺 小計 64 2 5 4 7 7 0 3 0 2 0 0 0 0 30
備　南 小計 56 1 4 0 2 2 2 3 1 4 2 1 2 1 25
びほく 小計 62 2 2 9 2 2 1 0 0 1 2 0 0 0 21
南支所　計 61 5 11 13 11 11 3 6 1 7 4 1 2 1 76

津
山
支
所

勝　英 小計 57 1 1 5 4 4 2 4 3 3 0 2 0 0 29
津　山 小計 58 2 2 7 5 2 5 5 1 4 1 0 0 0 34
真　庭 小計 55 3 2 6 3 7 4 10 1 5 3 0 0 0 44
津山支所　計 54 6 5 18 12 13 11 19 5 12 4 2 0 0 107
合　　計 58 11 16 31 23 24 14 25 6 19 8 3 2 1 183

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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肥
料
不
足
対
策
～
有
機
質
肥
料
の
活
用
～

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

大
竹　

美
穂

　

待
ち
に
待
っ
た
春
到
来
で
、
桜
の
咲
く

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
春
が
大
好
き

で
す
！
私
が
今
住
ん
で
い
る
津
山
市
も
桜

の
名
所
と
し
て
有
名
ら
し
い
の
で
、
桜
が

咲
く
の
が
今
か
ら
す
ご
く
楽
し
み
で
す
！

　

さ
て
、
今
回
は
肥
料
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
何

か
と
耳
に
す
る
肥
料
で
す
が
、
肥
料
の
種

類
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
分
が
ど
の
よ
う
に

植
物
に
影
響
す
る
の
か
、
な
ど
を
簡
単
に

ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
ご

承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
さ

ら
い
の
感
じ
で
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

〇
植
物
の
三
大
栄
養
素

（
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
）

　

植
物
の
三
大
栄
養
素
に
は
窒
素（
Ｎ
）、

リ
ン
酸（
Ｐ
）、カ
リ（
Ｋ
）が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

窒
素
は
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
や
、
生
物

の
成
長
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

過
剰
症
と
し
て
は
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の
増

加
、
嗜
好
性
の
低
下
な
ど
が
見
ら
れ
、
不

足
症
と
し
て
は
タ
ン
パ
ク
質
含
量
、
炭
水

化
物
合
成
量
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

リ
ン
酸
は
、
細
胞
分
裂
に
強
く
関
係

し
、
窒
素
代
謝
を
進
め
、
硝
酸
態
窒
素
濃

度
を
低
減
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
リ
ン
酸
は
、
初
期
生
育
中
に
必
要
量
の

80
％
前
後
を
吸
収
す
る
た
め
、
作
付
け
前

に
肥
料
と
し
て
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
土
壌
の
リ
ン
酸
吸
収
係
数

に
よ
っ
て
利
用
率
が
変
化
す
る
の
も
特
徴

の
一
つ
で
す
。
リ
ン
酸
吸
収
係
数
と
は
、

土
壌
が
リ
ン
酸
を
保
有
で
き
る
容
量
の
こ

と
で
す
。
こ
の
容
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
リ
ン
酸
が
土
壌
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
植
物
に
供
給
さ
れ
る
量
が
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。
リ
ン
酸
の
過
剰
症
は
ほ
と

ん
ど
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

不
足
症
と
し
て
は
、
初
期
生
育
の
遅
れ
や

分
け
つ
・
根
張
り
の
減
少
、
子
実
・
収
量
・

糖
度
の
減
少
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

カ
リ
は
水
分
吸
収
や
細
胞
浸
透
圧
の
調

整
・
維
持
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

根
や
茎
を
強
く
し
、
耐
病
性
・
耐
寒
性
を

高
め
る
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
土
壌
中
の
カ
リ
が
過
剰
に
な
る
と
、

作
物
中
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
牛
に
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
高

い
粗
飼
料
を
給
与
す
る
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
十

分
吸
収
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す

（
拮
抗
作
用
）。
そ
の
結
果
、
乳
熱
や
グ

ラ
ス
テ
タ
ニ
ー
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
カ

リ
不
足
症
と
し
て
は
、
根
張
り
の
減
少
や

茎
葉
の
軟
弱
化
、
耐
病
性
の
低
下
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
カ
リ
は
堆
肥
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
酪
農
家
の
圃
場
で

不
足
症
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
そ
う
で

す
。

〇
肥
料
（
化
学
肥
料
と
有
機
質
肥
料
）

　

肥
料
と
は
、
人
が
植
物
を
生
育
さ
せ
る

た
め
の
栄
養
分
と
し
て
供
給
す
る
も
の

で
、
大
き
く
化
学
肥
料
と
有
機
質
肥
料
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
２
つ
の
肥
料
の
違
い
に

つ
い
て
項
目
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

１
．主
要
な
栄
養
成
分
の
形
態

　

化
学
肥
料
は
無
機
態
な
の
に
対
し
、
有

機
質
肥
料
は
ほ
と
ん
ど
有
機
態
で
す
。

２
．肥
料
成
分
濃
度

　

化
学
肥
料
は
濃
度
が
高
い
で
す
が
、
有

機
質
肥
料
は
低
く
な
る
た
め
、
投
入
す
る

量
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
．肥
効
率

　

有
機
質
肥
料
に
含
ま
れ
る
成
分
の
う
ち

植
物
が
吸
収
し
利
用
で
き
る
割
合
で
、
化

学
肥
料
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
比
率
で

す
。【
図
１
】
の
通
り
、
有
機
質
肥
料
の

多
く
が
70
％
程
度
で
、
低
い
も
の
で
は

10
％
程
度
に
な
り
ま
す
。

４
．地
温
の
影
響

　

化
学
肥
料
は
地
温
に
よ
る
影
響
が
少
な

い
の
に
対
し
て
、
有
機
質
肥
料
は
大
き
く

影
響
を
受
け
や
す
い
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
上
の
注
意
点
と
し
て

は
、
化
学
肥
料
は
多
量
施
用
に
よ
り
濃
度

障
害
を
起
こ
す
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
機
質
肥
料
と
し
て
は
Ｃ
／
Ｎ
比

（
有
機
質
肥
料
中
の
炭
素
と
窒
素
の
比
率

で
、
有
機
質
肥
料
の
土
壌
中
で
の
分
解
の

難
易
度
を
示
す
指
標
、【
図
２
】）
に
よ
っ

て
濃
度
障
害
や
窒
素
飢
餓
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
有
機
質
肥
料
の
中
で
も
特
に
動
物
糞

堆
肥
は
、
土
壌
が
ア
ル
カ
リ
化
し
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

〇
化
学
肥
料
が
足
り
な
い
！
？

　

こ
れ
ま
で
お
話
し
て
い
た
肥
料
で
す

が
、現
在
化
学
肥
料
の
主
原
料
で
あ
る「
尿

素
原
料
」
お
よ
び
「
リ
ン
酸
質
原
料
」
に

つ
い
て
、
主
産
地
で
あ
る
中
国
の
規
制
・

政
策
等
に
よ
り
入
手
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
使
用

し
て
い
た
化
学
肥
料
の
一
部
を
有
機
質
肥

料
に
変
更
す
る
な
ど
、
化
学
肥
料
の
代
替

と
し
て
有
機
質
肥
料
を
効
果
的
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〇
代
表
的
な
有
機
質
肥
料
と
そ
の
特
徴

①
牛
糞
堆
肥

　

酪
農
家
の
皆
様
が
一
番
使
わ
れ
る
有
機
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質
肥
料
は
牛
糞
堆
肥
だ
と
思
い
ま
す
。
牛

糞
堆
肥
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
カ
リ
の
含

有
量
が
高
く
か
つ
肥
効
率
も
高
い
、
②
Ｃ

／
Ｎ
比
は
高
い
た
め
、
窒
素
の
分
解
は
非

常
に
遅
い
、
③
窒
素
の
肥
効
率
は
他
の
畜

種
由
来
の
堆
肥
と
比
較
し
て
低
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
推
奨
施
用
量
と
し
て

は
、
完
熟
堆
肥
な
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
３

～
５
ｔ
／
10
ａ
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
用
時
の
注
意
点
は
、
①
堆
肥
の
み
で
は

窒
素
と
リ
ン
酸
が
不
足
す
る
、
②
カ
リ
の

供
給
量
が
非
常
に
多
く
、
多
量
施
用
は
カ

リ
過
剰
を
招
く
、
③
発
酵
が
不
十
分
だ
と

Ｃ
／
Ｎ
比
が
20
を
超
え
、
窒
素
飢
餓
の
要

因
と
な
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②
豚
糞
堆
肥

　

特
徴
と
し
て
は
、
①
牛
糞
堆
肥
と
比
較

す
る
と
、
肥
効
率
が
高
く
分
解
も
速
や

か
、
②
窒
素
お
よ
び
リ
ン
酸
成
分
が
多
い

た
め
、
牛
糞
堆
肥
で
不
足
す
る
成
分
を
補

う
こ
と
が
可
能
と
い
う
特
徴
が
挙
げ
ら
れ

要
で
す
。

③
鶏
糞
堆
肥
の
特
徴

　

特
徴
と
し
て
は
、
①
糞
中
に
尿
酸
が
含

ま
れ
る
た
め
、
窒
素
成
分
が
多
く
、
速
効

性
が
高
い
、
②
採
卵
鶏
由
来
は
卵
殻
形
成

に
リ
ン
酸
お
よ
び
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
須
で

飼
料
中
に
多
量
に
含
ま
れ
る
た
め
、
リ
ン

酸
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
高
く
な
っ
て
い
る
、

③
牛
糞
で
不
足
す
る
速
効
性
の
窒
素
に
加

え
、
採
卵
鶏
由
来
で
あ
れ
ば
リ
ン
酸
成
分

を
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
施
用
上
の
注
意
点
と
し
て

は
、
豚
堆
肥
と
同
様
、
施
用
直
後
に
急
速

に
分
解
さ
れ
る
た
め
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
の

混
和
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
採
卵

鶏
由
来
は
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
が
高
い
た

め
、
ミ
ネ
ラ
ル
石
灰
等
の
カ
ル
シ
ウ
ム
資

材
の
施
用
量
を
減
ら
し
た
方
が
よ
さ
そ
う

で
す
。

〇
終
わ
り
に

　

今
回
は
有
機
質
肥
料
を
メ
イ
ン
に
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
字
ば
か

り
で
読
み
に
く
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
日
々
変
化
す
る
酪
農

情
勢
で
す
が
、
全
酪
連
と
し
て
少
し
で
も

皆
様
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
新

し
い
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
何
か
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
全
酪
連
職
員
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
施
用
時
の

注
意
点
と
し
て

は
、
施
用
直
後
に

急
速
に
分
解
さ
れ

る
た
め
、
濃
度
障

害
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
用

は
少
な
く
と
も
播

種
の
２
週
間
前
に

実
施
し
、
ロ
ー
タ

リ
ー
混
和
す
る
の

が
推
奨
で
す
。
ま

た
、
牛
糞
堆
肥

と
比
較
す
る
と
窒

素
、
リ
ン
酸
、
カ

リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン

ス
に
優
れ
て
い
ま

す
が
、
カ
リ
の
供

給
量
が
多
い
た

め
、
牛
糞
堆
肥
と

組
み
合
わ
せ
て
多

量
施
用
す
る
と
カ

リ
ウ
ム
過
剰
と
な

る
の
で
注
意
が
必

図１

図２
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
４
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

４
月
の
採
卵
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
精

液
の
確
保
状
況
等
に

よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し

た
ら
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2021.12月）

採卵
予定日中段：交配予定種雄牛 評価

種別 指数名 数値 ％
順位下段：改良の方向性

ＯＡＣ　オスピシヤス　キヤピタ　オリリアン　ブランデイ
（ブランデイ）
1407270720

EBV

総合指数　　 1349 9

４／７

産乳成分　　 1115 13

交配予定♂：ハートジエンリー　リチヤード　チヤール　ＥＴ
（米TPI第３位） 耐久性成分　 163 24

オリリアンは乳量・持続性・乳器・肢蹄・繁殖・
暑熱耐性などが全体的にバランスの取れた牛で
す。体躯は大柄であるため、種雄牛はチヤール
とし、やや小柄に補正しつつ、産乳能力・乳器・
繁殖などの良い面をより良く改良したいと考え
ています。

疾病繁殖成分 71 24

乳代効果　　 64679 17

長命連産効果 − −

ＯＡＣ　オール　ジエダイ　オリビア　ブランデイ　ＥＴ
（ブランディ）
1546371463

GEBV

総合指数　　 2115 1

産乳成分　　 1859 1

交配予定♂：パインツリー　バーリー　ＥＴ
（米TPI第12位） 耐久性成分　 252 12

オリビアは高めの産乳能力、泌乳持続性の高
さ、乳器の良さを併せ持っており、大人しく、
当所でも残しておきたい牛の一つです。今回、
管理・繁殖形質が高いバーリーを交配すること
で、管理面で飼い易い産子を期待しています。

疾病繁殖成分 4 56

乳代効果　　 95801 5

長命連産効果 47220 22

ＯＡＣ　ゼツプ　モントーヤ　ゼツト　
（ルド　ジツプ）

1600872127

GPI

総合指数　　 2600 1

産乳成分　　 2603 1

交配予定♂：ボーマツズ　アルタ　トツプシヨツト　ＥＴ
（海外種雄牛NTP第８位） 耐久性成分　 83 53

ゼツトは高乳量でありながら、各乳成分率が
オールプラスの産乳能力タイプです。今回、同
じく高産乳能力タイプの中で低体細胞数スコア
を持つトツプシヨツトを交配し、より産乳能力
の高い産子を期待しています。

疾病繁殖成分 -86 84

乳代効果　　 131112 1

長命連産効果 37283 34

※色は上位20％以内を示します。
※EBV：推定育種価、GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
１
月
28
日
、
第
２
５
４
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
12
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
生
乳
受
託
量
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
生
乳
受
託
量
を
取
り
ま

と
め
た
の
で
報
告
し
た
。

○
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
及
び
介
護

休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

嘱
託
・
臨
時
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に

お
け
る
育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
取
得
要

件
の
緩
和
に
つ
い
て
、
規
程
を
変
更
す
る

こ
と
を
、
協
議
し
承
認
し
た
。

○
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
変
更
及
び
電
子

取
引
デ
ー
タ
取
扱
要
領
の
新
設
に
つ
い

て

　

電
子
帳
簿
保
存
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
津
山
市　

福
島
康
仁
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、
勝
央
町　

河

本
直
紀
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一

封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
年
１
月
１
日
か
ら
電
磁
的
記
録
と
し
て

保
存
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
電
磁
的
記
録
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
明
記
す
る
等
所
要
の
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
そ
の
規
程
を
変
更
す
る
こ

と
を
協
議
し
承
認
し
た
。

○
鏡
野
Ｃ
Ｓ
生
乳
管
理
用
Ｐ
Ｃ
施
設
並
び

に
ボ
イ
ラ
ー
施
設
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ

い
て

　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
生
乳
管
理
用
Ｐ
Ｃ
施
設
並
び

に
ボ
イ
ラ
ー
施
設
整
備
費
に
つ
い
て
リ
ー

ス
業
者
を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
に
つ
い
て
、
年
末
年
始

の
処
理
不
可
能
乳
発
生
回
避
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
生
乳
受
託
販
売
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
報
告

に
つ
い
て
、
正
組
合
員
の
状
況
に
つ
い

て
、
全
酪
預
託
牛
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル

検
査
依
頼
書
の
記
入
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

私
は
20
代
後
半
、
今
か
ら
20
数
年
前

に
会
社
の
同
僚
と
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
へ

Ｆ
１
観
戦
に
行
き
、
そ
の
速
さ
・
音
・

華
や
か
さ
に
感
激
し
、
テ
レ
ビ
で
し
か

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
Ｆ
１
を
40
歳
ぐ

ら
い
ま
で
、
毎
年
の
よ
う
に
観
に
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
記
念
に
近
く
の
ホ
ビ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
モ
デ
ル
カ
ー
を
３
台
買
っ

て
帰
り
、
そ
こ
か
ら
私
の
モ
デ
ル
カ
ー

集
め
が
始
ま
り
ま
し
た
。
主
に
１
／

18
ス
ケ
ー
ル
の
ダ
イ
ヤ
ヤ
ス
ト
モ
デ

ル
で
、
Ｆ
１
マ
シ
ン
や
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
高
級
車
・
改

造
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
多
種
に
わ
た

り
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
駐
車
し
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

晩
酌
を
し
な
が
ら
眺
め
て
い
る
と
、

疲
れ
た
心
と
体
が
癒
さ
れ
ま
す
。
晩

酌
の
量
が
多
く
な
る
と
、
勢
い
で
ポ

チ
ッ
と
や
っ
て
し
ま
い
増
車
。
今
で
は

４
０
０
台
近
く
集
め
て
し
ま
い
、
ガ

レ
ー
ジ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
８
個
に
な

り
、
モ
デ
ル
カ
ー
で
一
部
屋
占
領
し
て

い
ま
す
。
実
車
な
ら
何
億
円
も
す
る
車

が
数
万
円
で
入
手
で
き
、
維
持
費
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
飲
み
過
ぎ
た

ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、

飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　

写
真
で
は
写
り
き
ら
な
い
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

私
の
趣
味

真
庭
市
蒜
山　
　

　

二
若　

信
彦
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生乳販売量（令和３年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和３年度）生乳販売量（令和２年度） 購買取扱数量（令和２年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

１

１
４～１

４～１
１

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６１５,３６０
６,０３６,４５２

８,３２３
８１,０６７
３５２,４４２

,

２９８,７５６
３,０７３,８８２

７,７５９
７７,２３２
６５,１１１

１７３,９１４
１,５０９,９６２

４１９
２,７２６

１４９,５３６

１４２,６９０
１,４５２,６００

１４５
１,１１０

１３７,７９５

102.7 
102.4 
99.8 
98.6 
103.8 

98.0 
97.9 
98.0 
97.6 
92.3 

107.6 
109.7 
137.8 
128.5 
106.1 

107.5 
105.4 
120.8 
111.4 
107.5 

5,427

4,931

8,361
8,365

　

２
月
に
つ
い
て
は
、
春
分
娩
中
心
の
出
回
り
に
よ
り
引
合
い
の
強
い
時
期
で
は
あ
る

が
、
前
月
に
引
き
続
き
次
年
度
の
生
産
を
見
据
え
て
の
様
子
見
感
は
強
く
、
平
均
価
格

は
税
込
61
万
９
千
円
（
前
月
比
２
千
円
安
）
と
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
春
分
娩
中
心
の
出
回
り
に
よ
り
更
新
需
要
は
期
待
で

き
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
価
格
を
押
し
上
げ
る
要
因
は
見
込
め
ず
、
相
場
は
持
ち
合

い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

３月の主な行事

２日　購買担当者会議

４日　おからく青年部女性部酪農発表大会

　　　おからく女性部総会

８日　評議員会

20日　第６回おかやまB&Wショウ

22日　ヘルパー研修会

24日　管理職会議

31日　理事会

82022.3月号 2022.3月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号


